























































　明治 4 年（1871）7 月の廃藩置県によって，地方統治機構は東京・京都・大
阪の 3 つの府と 302 の県に再編されました。府県は同年 11 月までに 3 府 72 県
に合併・統合されています。その後もいくつかの県の統廃合，沖縄県の設置（1879







村制の施行にともなう「明治の大合併」では，71,314 あった町村が約 5 分の 1
の 15,859 の市町村に統合・再編されています。地方自治をうたっている現行
憲法下の「大合併」における市町村数の変化については，「昭和の大合併」で
は 9,868（1953 年 10 月）が約 3 分の 1 の 3,472（1961 年 6 月）に，「平成の大
合併」では 3,229（1999 年 4 月）が約 2 分の 1 の 1,727（2010 年 4 月）になっ






































　この 20 年来の地方分権改革は，いまからおよそ 1 世紀半前の廃藩置県によっ



























　（ 1 ）　 「総務省｜市町村合併資料集｜市町村数の変遷と明治・昭和の大合併の特徴」
（http://www.soumu.go.jp/gapei/gapei2.html）参照。 
　（ 2 ）　 「総務省｜広域行政・市町村合併」（http://www.soumu.go.jp/kouiki/kouiki.html）
参照。
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